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Unforgettable moment and your smiling faces
慶應義塾大学血液内科　　岡本真一郎

4年後輩の内科医が慢性骨髄性白血病になった。1983年のことである。もちろんグリベックの
ない時代で、移植が唯一の治療だった。幸いなことにお姉さんとHLAが一致したが、慶應では
同種造血幹細胞移植は始まっておらず、彼はシアトル移植チームで移植を受けることとなった。
当時としては莫大な治療費を皆で集め、成田空港北ウイングで旅立つ彼を見送った。出国の階段
のところで、周りの顰蹙を買いながらも、いつまでもいつまでも若き血（慶應の応援歌）を歌い
続けた時のことを忘れることはできない。移植は無事に終了したが2年後に再発、残念ながら今
彼の笑顔を見ることができない。

後輩を治すことが出来なかったことが、私が米国で臨床医として移植を学んだ理由である。移
植に携わるようになって今年で25年が経つ。Strict reverse isolationで移植を行っていた時代に
は、精神的錯乱状態になって無菌室のガラスを割ろうとした患者さん、Hickmann catheterを噛
みちぎった患者さんなど、極限状態での人間の行動に唖然としながらも、その生命力に感動した
ことも少なくない。体格の良い若いスタッフを盾にして「割るのならば、入り口側の安いガラス
を割るように」と患者さんを説得していた自分が懐かしい。

しかし、長いことこの仕事を続けることで、移植を始めた頃には想像も出来なかった沢山の経
験と患者さんの笑顔を贈られた。シアトルで受け持ったHLA3座不一致移植のブルガリアの少
年からは、彼の笑顔と「Thank you doctor」のメッセージがついたクリスマスカードが毎年届く。
白血病を克服した青年は、今ではANAの機長として日本空を飛び回っている。最近、彼の操縦
する飛行機に乗り完全な社会復帰を果たしている姿を見た時は本当に嬉しかった。結婚した患者
さんも少なくない。子供を授かった人もいる。移植患者さんの同窓会で患者さんに与えられた命
の贈り物が、次の世代に受け継がれていくのを見ることは至高の喜びである。

移植をやってきて良かったこと、それは患者さんそして家族の沢山の笑顔を見ることができた
ことに尽きる。彼らの笑顔は天国に持っていける唯一の財産のように思う。移植に携わる誰もが
共有するこの経験を、若い世代に熱く語り、これからも発展を続ける造血幹細胞移植を担う若い
世代を育てていきたい。

●  平成21年度年会費について
平成21年度年会費請求書を近日中に発行いたします。
尚、本年度より会計年度は1月1日より12月31日までとなっておりますので、ご留意ください。    【事務局より】

ガイドライン委員会からのお知らせ
●  4件のガイドライン案（自己免疫疾患、HLA不適合血縁者間移植、骨髄異形成症候群（成人）、急性骨髄性白血病）

を学会ホームページ（会員専用ページ）に掲載いたしました。ご意見を募集しておりますので、ホームページ
に公表されておりますメールアドレスをご使用の上、学会事務局にお送りください。

●  昨年発行されましたガイドライン（GVHD）に一部訂正箇所がございました。学会ホームページに修正版は掲
載されておりますので、ご参照ください。修正箇所は7頁の「表3.臓器障害のstage」肝の列の数値になります。

　　　　【誤】　　　　　　　　　　【正】
　　　　1　＜3.0 　1　2.0～3.0
　　　　2　3.0～6.0 　2　3.1～6.0
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